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１
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
、

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
に
つ
い
て
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重
点
目
標
の
概
要
に
つ
い
て社
会
資
本
整
備
審
議
会
/交
通
政
策
審
議
会

計
画
部
会

令
和
2年
8月
21
日

資
料
3



災
害
時
に
お
け
る
交
通
機
能
の
確
保

災
害
リ
ス
ク
を
前
提
と
し
た
平
時
か
ら
の
体
制
確
保

■
T
E
C
-
F
O
R
C
E
の
体
制
・
機
能
の
拡
充
・
強
化

現
在

検
討

中
の

主
な

KP
I例

■
建
設
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

・被
災

地
へ

の
支

援
を

迅
速

に
行

うた
め

、災
害

発
生

を
前

提
とし

た
、平

時
か

らの
被

災
地

支
援

の
た

め
の

体
制

を
確

保
・

充
実

被
災

地
へ

の
TE

C-
FO

RC
Eの

派
遣

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
首
都
直
下
地
震
等
の
大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
対
策
が

必
要
な
①
河
川
堤
防
等
の
整
備
率
（
計
画
高
ま
で
の
整
備
と
耐
震
化
）
②
水
門
・
樋
門
等
の
耐
震
化
率

○
公
共
土
木
施
設
等
の
耐
震
化
率
等

○
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
・
高
潮
に
対
応
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
・
公
表
し
、

住
民
の
防
災
意
識
向
上
に
繋
が
る
訓
練
（
机
上
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
等
）
を
実
施
し
た
市
町
村
の
割
合

○
立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る
防
災
指
針
を
作
成
す
る
市
町
村
数

○
公
共
土
木
施
設
の
被
災
状
況
調
査
を
行
う

TE
C

-F
O

R
C

E隊
員
の

ＩＣ
Ｔ
機
器
等
を
活
用
す
る
た
め
の
訓
練
・
研
修
・
講
習
等
の
参
加
率

○
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の
建
設
技
能
者
の
加
入
数

1

令
和

元
年

房
総

半
島

台
風

時
(R

1.
9)

・被
災

後
か

ら復
旧

・復
興

ま
で

を見
据

え
、早

期
の

復
旧

・
復

興
の

み
な

らず
、社

会
・経

済
活

動
の

継
続

性
を維

持
す

る
た

め
、

人
流

・物
流

を
支

え
る

交
通

機
能

を
確

保

令
和

元
年

房
総

半
島

台
風

時
の

教
訓

を
踏

ま
え

、令
和

元
年

東
日

本
台

風
時

に
は

、空
港

会
社

と事
業

者
等

との
連

携
に

よ
り、

航
空

機
の

着
陸

制
限

を
実

施
し、

空
港

滞
留

を
解

消

高
速

道
路

の
４

車
線

化
に

よ
り、

被
災

時
に

お
い

ても
道

路
ネ

ット
ワー

ク機
能

を
維

持
・確

保
(左

図
：

対
面

通
行

規
制

)

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

港
湾

か
ら

の
ア

クセ
ス

ル
ート

を
確

保
(右

図
：

緊
急

物
資

輸
送

訓
練

)

■
災
害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

【重
点

目
標

１
】

自
然
災
害
か
ら
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
社
会
づ
く
り

<目
標

達
成

に
よ

り目
指

す
べ

き
姿

> 
気

候
変

動
に

よ
る

自
然

災
害

の
激

甚
化

・頻
発

化
や

人
口

減
少

等
を

踏
ま

え
、今

後
想

定
され

る
自

然
の

脅
威

に
対

応
した

ハ
ード

・ソ
フト

一
体

とな
った

新
た

な
防

災
・減

災
対

策
へ

の
転

換
を

図
る

こと
で

、
防

災
・減

災
が

主
流

とな
る

安
全

・安
心

な
社

会
を

実
現

。

経
済
成
長
の
実
現

持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成

安
全
・
安
心
の
確
保

重
点
目
標
１

重
点

目
標

２

重
点

目
標

４
重

点
目

標
３

重
点

目
標

５
重

点
目

標
６

気
象

キャ
ス

ター
と連

携
した

マ
イ・

タイ
ム

ライ
ン作

成

気
候
変
動
の
影
響
等
を
踏
ま
え
た
新
た
な
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

切
迫
す
る
地
震
・
津
波
等
の
災
害
に

対
す
る
リ
ス
ク
の
低
減

公
共

土
木

施
設

の
耐

震
化

阿
武
隈
川

■
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
全
員
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
行
う
「
流
域
治
水
」

・国
民

の
安

全
・安

心
を

確
保

す
る

た
め

、あ
らゆ

る
関

係
者

全
員

が
協

働
して

流
域

全
体

で
行

う「
流

域
治

水
」へ

転
換

し、
気

候
変

動
等

に
よ

る
将

来
の

自
然

災
害

リス
クに

適
応

した
ハ

ード
・ソ

フト
一

体
とな

った
総

合
的

な
防

災
・減

災
対

策
を推

進

水
域
を
検
知

■
自
然
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

あ
らゆ

る
関

係
者

に
よ

り流
域

全
体

で
行

う「
流

域
治

水
」へ

転
換

AI
カメ

ラを
活

用
した

越
流

検
知 現

在
位

置
の

災
害

リス
クを

ス
マ

ート
フォ

ンで
確

認

災
害

ハ
ザ

ード
エリ

ア
に

で
き

る
だ

け
住

ま
わ

せ
な

い
た

め
の

土
地

利
用

規
制

・誘
導

■
地
震
・
津
波
等
の
リ
ス
ク
に
備
え

た
耐
震
対
策
等
を
推
進 水

門
に

よ
る

津
波

・高
潮

対
策

琴
ノ
浦
水
門

自
動
閉
鎖

市
街
地

こ
と
の
う
ら
ち
く

琴
の
浦
地
区

ふ
の
お
ち
く

船
尾
地
区

・災
害

ハ
ザ

ード
エ

リア
に

お
け

る
開

発
抑

制
、同

エリ
ア

か
らの

移
転

促
進

、ま
ちな

か
の

防
災

対
策

・
安

全
確

保
策

の
強

化
な

どに
よ

り、
防

災
・減

災
の

た
め

の
す

ま
い

方
や

土
地

利
用

を推
進

。

・切
迫

す
る

巨
大

地
震

・津
波

等
に

備
え

、ハ
ー

ド・
ソフ

ト両
面

に
わ

た
る

対
策

を実
施

す
る

。



■
地
方
公
共
団
体
の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
確
保

計
画
的
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
施

新
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
高
度
化
・
効
率
化

■
予
防
保
全
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
徹
底

■
新
技
術
や
デ
ー
タ
の
活
用
促
進
に
よ
る
更
な
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準
化

持
続
可
能
な
都
市
や
地
域
の
形
成
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
管
理

■
集
約
・
再
編
等
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
の
適
正
化

ダ
ム

に
お

け
る

維
持

管
理

研
修

・社
会

情
勢

や
地

域
構

造
の

変
化

に
応

じ、
必

要
の

無
くな

った
イン

フラ
の

廃
止

・除
却

、集
約

・
再

編
の

取
組

を
推

進
。

画
像

認
識

技
術

、セ
ン

シ
ン

グ
技

術
を

活
用

し、
下

水
道

管
路

の
欠

陥
を

自
動

検
知

ス
マ

ート
フォ

ン
の

加
速

度
セ

ン
サ

ー
を

活
用

し、
路

面
の

段
差

を検
出

利
用

が
少

な
い

陸
閘

を
廃

止

廃
止

前

廃
止

後
撤
去

交
通
の
集
約 老

朽
化

が
進

展
した

跨
線

橋
を

撤
去

し
隣

接
橋

へ
機

能
を

集
約

供
用
期
間

事
後
保
全
の

管
理
水
準

機 能 健 全 性

予
防
保
全
の

管
理
水
準

事
後
保
全
予
防
保
全

トー
タル
コス
ト

港
湾

協
力

団
体

に
お

け
る

海
浜

清
掃

活
動

事
後

保
全

と予
防

保
全

の
メン

テ
ナ

ン
ス

サ
イク

ル

○
措
置
が
必
要
な
施
設
の
修
繕
率

○
地
方
公
共
団
体
等
で
維
持
管
理
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
人
数

○
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
を
通
じ
た
新
技
術
の
シ
ー
ズ
と
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
数

○
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
等
の
検
討
数

加
速

度
セ

ンサ
ーで

揺
れ

を
検

知
しデ

ータ
化

点
検

車
両

に
ス

マ
ート

フォ
ンを

搭
載

河
川

維
持

管
理

情
報

を
デ

ータ
ベ

ース
化

し
受

発
注

者
間

で
情

報
共

有

事
後

保
全

段
階

の
橋

梁
補

修

加
重

に
よ

る
ひ

び
割

れ
が

深
刻

化
し、

抜
け

落
ちて

しま
った

床
版

予
防

保
全

段
階

の
橋

梁
補

修

塗
装

劣
化

や
さび

を
確

認
した

時
点

で
修

繕
を

実
施

損
傷

が
軽

微
な

段
階

で
修

繕
。機

能
を

維
持

し、
維

持
管

理
費

用
を

縮
減

・社
会

実
装

が
進

む
イン

フラ
メン

テ
ナ

ンス
関

連
の

新
技

術
等

の
普

及
を

促
進

。

床
版

の
打

ち替
え

が
必

要
に

な
る

な
ど、

大
規

模
な

修
繕

が
必

要
に

現
在

検
討

中
の

主
な

KP
I例

2

・イ
ン

フラ
の

劣
化

状
況

や
利

用
状

況
等

を
踏

ま
え

て
修

繕
等

を
計

画
的

に
実

施
し「

予
防

保
全

」へ
転

換
す

る
こと

で
、増

加
が

見
込

ま
れ

る
将

来
の

維
持

管
理

・更
新

費
用

を
縮

減
。ま

た
、イ

ン
フラ

の
大

部
分

を
管

理
して

い
る

地
方

公
共

団
体

が
、メ

ンテ
ナ

ンス
を

適
切

に
実

施
す

る
た

め
の

環
境

を整
備

。

<目
標

達
成

に
よ

り目
指

す
べ

き
姿

> 
予

防
保

全
に

基
づ

くイ
ンフ

ラメ
ンテ

ナ
ンス

の
徹

底
等

に
よ

り、
社

会
資

本
の

機
能

の
適

切
な

維
持

と維
持

管
理

に
係

る
トー

タ
ル

コス
トの

縮
減

・平
準

化
を

両
立

す
る

こと
で

、社
会

資
本

に
よ

る
国

民
の

安
全

・安
心

の
確

保
と社

会
経

済
活

動
を

将
来

に
わ

た
り維

持
。

【重
点

目
標

２
】

予
防
保
全
等
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
最
適
化

経
済
成
長
の
実
現

持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成

安
全
・
安
心
の
確
保

重
点

目
標

１

重
点
目
標
２

重
点

目
標

４
重

点
目

標
３

重
点

目
標

５
重

点
目

標
６



■
地
域
間
の
交
流
促
進
に
よ
る
活
力
あ
る
経
済
・
生
活
圏
の
形
成

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

安
全
な
移
動
空
間
の
整
備

■
持
続
可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
自
立
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

■
生
活
空
間
に
お
け
る
子
ど
も
や
高
齢
者

な
ど
の
安
全
・
安
心
の
確
保

・生
活

空
間

の
安

全
・安

心
の

確
保

の
た

め
、適

切
な

歩
行

空
間

の
確

保
な

ど、
便

利
で

安
全

な
移

動
空

間
を

整
備

。

現
在

検
討

中
の

主
な

KP
I例

■
人
流
・
物
流
を
支
え
る
公
共
交
通
の
安
全
・

安
心
の
確
保

ハ
ン

プ
の

設
置

速
達

性
、定

時
性

、輸
送

力
を

持
つ

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

へ
の

転
換

に
よ

り、
中

心
市

街
地

の
活

性
化

等
を

推
進

公
的

賃
貸

住
宅

団
地

を
効

率
的

に
建

替
え

、
余

剰
地

へ
子

育
て

支
援

や
福

祉
の

施
設

を
導

入

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

立
地
適
正
化
計
画

○
都
市
機
能
誘
導
区
域

生
活
サ
ー
ビ
ス
を
誘
導
す
る
エ
リ
ア
と
当
該
エ
リ
ア

に
誘
導
す
る
施
設
を
設
定

○
居
住
誘
導
区
域

居
住
を
誘
導
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
化
で
も
人
口

密
度
を
維
持
す
る
エ
リ
ア
を
設
定

視
覚

障
害

者
誘

導
用

ブロ
ック

や
ホ

ーム
ドア

の
整

備

信
号

灯
器

の
LE

D化

SA
・P

A等
に

接
続

し
、地

方
公

共
団

体
が

主
体

と
な

って
整

備
す

る
ET

C専
用

の
ス

マ
ート

イン
タ

ーチ
ェン

ジ

・コ
ン

パ
ク

トな
ま

ち
づ

くり
と、

これ
と連

携
した

交
通

ネ
ット

ワ
ーク

形
成

に
よ

り、
高

齢
者

や
子

育
て

世
帯

等
の

多
様

な
世

代
が

生
活

し、
人

口
減

少
も

見
据

え
た

持
続

可
能

な
都

市
構

造
を

構
築

す
る

とと
も

に
、関

係
人

口
の

増
大

に
よ

りヒ
ト・

モ
ノの

交
流

を
促

進
し、

住
民

が
誇

りを
持

て
る

魅
力

あ
ふ

れ
る

地
域

を形
成

す
る

た
め

の
基

盤
整

備
を

推
進

。

○
立
地
適
正
化
計
画
を
作
成
す
る
市
町
村
数

○
公
共
交
通
の
利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
る
人
口
割
合

○
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
駅
数

○
低
床
式
路
面
電
車
の
導
入
割
合

○
道
路
交
通
に
お
け
る
死
傷
事
故
の
抑
止
（
率
／
件
数
）

民
間

投
資

・雇
用

の
誘

発
や

集
積

した
産

業
の

物
流

効
率

化
等

に
資

す
る

港
湾

の
機

能
強

化

3

地
域
公
共
交
通
計
画

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
、
地
方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
っ

た
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
促
進

地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画

ダ
イ
ヤ
・
運
賃
等
の
調
整
に
よ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
を
図
る
た
め
に
具
体
的
に
行
う
取
り
組
み

<目
標

達
成

に
よ

り目
指

す
べ

き
姿

> 
人

口
減

少
の

中
で

、安
全

・安
心

の
確

保
を

前
提

とし
て、

多
様

な
地

域
が

、
それ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
発

揮
しつ

つ
、生

活
サ

ービ
ス

等
の

機
能

を
維

持
で

き
る

持
続

可
能

な
社

会
を

実
現

。

【重
点

目
標

３
】

コ
ン
パ
ク
ト
で
活
力
あ
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

経
済
成
長
の
実
現

持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成

安
全
・
安
心
の
確
保

重
点

目
標

１

重
点

目
標

２

重
点

目
標

４
重
点
目
標
３

重
点

目
標

５
重

点
目

標
６



経
済
の
好
循
環
を
支
え
る
基
盤
整
備

経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
の
拡
大

都
市
の
国
際
競
争
力
の
強
化

■
都
市
の
可
能
性
を
引
き
出
す
基
盤
整
備

■
産
業
を
支
え
る
人
流
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・都
市

の
国

際
競

争
力

の
強

化
に

向
け

て
、官

民
連

携
に

よ
る

都
市

開
発

プ
ロ

ジ
ェク

トの
推

進
な

ど
、都

市
の

可
能

性
を

引
き

出
す

基
盤

整
備

を
推

進
。

■
PP

P/
PF

Iや
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
等
に

よ
る
官
民
連
携
の
推
進

■
国
内
外
を
結
ぶ
交
流
拠
点
の
機
能
拡
充
・
強
化

・官
民

一
体

とな
った

トッ
プ

セ
ール

ス
展

開
、「

質
の

高
い

イン
フラ

」の
戦

略
的

発
信

等
に

よ
り、

イン
フラ

シ
ス

テ
ム

の
海

外
展

開
を推

進
。

・物
流

コス
トの

低
減

や
労

働
時

間
の

短
縮

な
ど、

生
産

性
向

上
に

資
す

る
人

流
・物

流
ネ

ット
ワー

ク
の

整
備

を
推

進
。ま

た
、国

内
外

、都
市

部
と地

方
部

との
交

通
円

滑
化

に
資

す
る

空
港

・港
湾

等
の

ゲ
ート

ウェ
イ拠

点
の

整
備

を推
進

。

三
大

都
市

圏
等

の
環

状
道

路
の

整
備

成
田

国
際

空
港

に
お

け
る

C滑
走

路
の

新
設

に
向

け
た

基
本

計
画

の
改

定

な
に

わ
筋

線
の

整
備

に
よ

り、
大

阪
都

心
部

と関
西

国
際

空
港

との
ア

ク
セ

ス
を

改
善

し、
訪

日
外

国
人

旅
行

者
な

どの
利

便
性

を
向

上

グ
ロー

バ
ル

レベ
ル

で
ヒト

・モ
ノ・

カネ
を

呼
び

込
む

力
や

防
災

力
の

向
上

を
推

進

現
在

検
討

中
の

主
な

KP
I例

○
三
大
都
市
圏
環
状
道
路
整
備
率

○
首
都
圏
空
港
の
国
際
線
就
航
都
市
数

○
我
が
国
企
業
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
関
連
海
外
受
注
高

○
我
が
国
に
寄
港
す
る
国
際
基
幹
航
路
の
輸
送
力

○
旅
客
施
設
に
お
け
る
多
言
語
対
応
率
数

○
東
京
、
大
阪
、
福
岡
の
主
要
地
区
の
地
価
の
増
加
割
合

4

欧
州
・
北
米
を
は
じ
め
中
南
米
・
ア
フ
リ
カ
等

多
方
面
・
多
頻
度
の
直
航
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
の
積
替
機
能
強
化

国
内
外
と
の

フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
網

充
実

東
南
ア
ジ
ア
等
か
ら
の

広
域
集
貨

大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
へ
の
寄
港
の
様
子

国
際

コン
テナ

戦
略

港
湾

政
策

に
お

け
る

集
貨

<目
標

達
成

に
よ

り目
指

す
べ

き
姿

>
生

産
性

の
向

上
や

民
間

投
資

の
促

進
に

よ
り、

経
済

の
好

循
環

を
持

続
・拡

大
させ

る
とと

も
に

、我
が

国
の

都
市

や
地

域
の

可
能

性
を

引
き

出
し、

国
際

的
な

競
争

力
や

プ
レゼ

ンス
の

向
上

を
実

現
。

【重
点

目
標

４
】

人
流
・
物
流
の
促
進
に
よ
る
経
済
の
成
長
力
の
底
上
げ

経
済
成
長
の
実
現

持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成

安
全
・
安
心
の
確
保

重
点

目
標

１

重
点

目
標

２

重
点
目
標
４

重
点

目
標

３

重
点

目
標

５
重

点
目

標
６

関
西
国
際
空
港

新
大
阪

北
梅
田
（
大
阪
）

Ｊ
Ｒ
難
波
・

南
海
新
難
波
・

南
海
難
波

な
に
わ
筋
線

東
海
道
支
線

地
下
化
・
新
駅
設
置

南
海
新
今
宮

な
に
わ
筋
線

東
海
道
支
線

地
下
化
・
新
駅
設
置

南
海
新
難
波

大
阪

南
海
新
今
宮

南
海
難
波

西
本
町

中
之
島 Ｊ
Ｒ
難
波

2.
7㎞

3.
3㎞

1.
2㎞

北
梅
田



暗
黙
知
の
定
式
化

■
新
技
術
や
官
民
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
の
高
度
化

○
イ
ン
フ
ラ
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
連
携
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
数

○
「
ヒ
ト
を
支
援
す
る
A
Iタ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
取
組
の
導
入
港
数

○
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
、
技
術
を
社
会
実
装
し
た
自
治
体
数

イ
ン
フ
ラ
の
機
能
の
高
度
化
に
よ
る
課
題
解
決
・
価
値
創
出

自
動
運
転
の
推
進
に
向
け
た

道
路
施
設
の
整
備

電
磁
誘
導
線
を
敷
設

自
車
位
置
特
定
に
よ
る
運
行
の
補
助

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進

現
在

検
討

中
の

主
な

KP
I例

・新
技

術
や

官
民

デ
ータ

の
活

用
に

より
イン

フラ
の

機
能

の
高

度
化

を
推

進
す

る
とと

も
に

、先
端

技
術

の
普

及
・促

進
を促

す
よう

な
イン

フラ
整

備
を

推
進

す
る

こと
に

よ
り、

So
cie

ty
5.0

の
実

現
を

図
る

。
■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
イ
ン
フ
ラ
空
間
の
活
用

地
図
・地
形
デ
ー
タ

気
象
デ
ー
タ

交
通
(人
流
)デ
ー
タ

防
災
デ
ー
タ

エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ー
タ

施
設
・構
造
物
デ
ー
タ

移
動

物
流

エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境

防
災

気
象

観
光

都
市
・地
域
全
体
を

分
野
横
断
的
に
最
適
化

安
心
な

ま
ち

健
康

5

管
理
棟
か
ら
R
T
G
を
遠
隔
操
作

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

R
TG

R
TG

遠
隔
操
作
Ｒ
Ｔ
Ｇ
（
荷
役
機
械
）

取
組
例
）
遠
隔
操
作
Ｒ
Ｔ
Ｇ
（
荷
役
機
械
）
に
よ
る
荷
役
作
業
イ
メ
ー
ジ

「
ヒ
ト
を
支
援
す
る

AI
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
実
現

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
・
高
度
化

・情
報

技
術

・新
技

術
を

活
用

す
る

こと
で

、社
会

資
本

整
備

や
イン

フラ
メン

テ
ナ

ン
ス

の
高

度
化

・効
率

化
を

推
進

す
る

。ま
た

、社
会

資
本

整
備

や
イン

フラ
メン

テ
ナ

ンス
を

通
じて

得
られ

る
様

々
な

デ
ータ

を
整

備
し、

他
分

野
の

デ
ータ

との
連

携
を推

進
す

る
。

■
イ
ン
フ
ラ
デ
ー
タ
等
の
整
備
・
連
携

■
新
技
術
等
の
社
会
実
装
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
・維
持
管
理
の
生
産
性
向
上

測
量
・調
査

設
計

施
工

維
持
管
理

ドロ
ー
ン等
を
活
用
した

3次
元
測
量

BI
M
/C
IM
に
よ
る

３
次
元
設
計

デ
ー
タに
基
づ
く

施
工
、品
質
管
理

ロボ
ット
等
に
よ
る

点
検
デ
ー
タの
取
得

建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
を

3次
元
デ
ー
タ
で
つ
な
ぐ

地
盤
デ
ー
タ

構
造
物
デ
ー
タ

基
盤
地
図

位
置
情
報
で

ひ
も
づ
け

i-C
on

st
ru

ct
io

nの
推
進

国
土
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備

連 携

連 携

経
済
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ

経
済
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ

（
公
共
交
通
デ
ー
タ、

港
湾
関
連
デ
ー
タ等
）

自
然
現
象
に
関
す
る
デ
ー
タ

自
然
現
象
に
関
す
る
デ
ー
タ

（
気
象
デ
ー
タ等
）

国
土
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
1
.0

IC
T環
境
を
整
備
し
、
「
現
場
・
実
地
」
か

ら
「
非
接
触
・
リ
モ
ー
ト
」
に
転
換

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

リ
ア
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

技
術
開
発
の
推
進

5G
等
を
活
用
し
た
無
人
化
施
工
技
術
開
発
の
加
速
化

<目
標

達
成

に
よ

り目
指

す
べ

き
姿

>
情

報
技

術
の

利
活

用
や

新
技

術
の

社
会

実
装

等
に

よ
る

社
会

資
本

整
備

分
野

で
の

デ
ジ

タ
ル

化
・ス

マ
ート

化
を

推
進

し、
社

会
資

本
の

整
備

・維
持

管
理

を
効

率
化

・高
度

化
させ

る
とと

も
に

、
デ

ータ
活

用
等

を
通

じた
イン

フラ
の

機
能

の
高

度
化

に
よ

り、
イン

フラ
の

新
た

な
価

値
を

発
現

。

【重
点

目
標

５
】

情
報
技
術
の
利
活
用
・
新
技
術
の
社
会
実
装
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
の
新
た
な
価
値
の
発
現

経
済
成
長
の
実
現

持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成

安
全
・
安
心
の
確
保

重
点

目
標

１

重
点

目
標

２

重
点

目
標

４
重

点
目

標
３

重
点
目
標
５

重
点

目
標

６



自
然
環
境
の
活
用

人
を
中
心
に
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
空
間
の
見
直
し

○
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
取
組
を
事
業
化
し
た
自
治
体
数

○
洋
上
風
力
発
電
促
進
区
域
に
お
け
る
運
転
開
始
事
業
数

○
都
市
緑
化
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量

■
自
然
環
境
の
機
能
を
活
用
し
た
国
土
・
地
域
づ
く
り

心
の

バ
リア

フリ
ー（

車
い

す
サ

ポ
ート

体
験

等
）

安
心

・安
全

な
歩

行
空

間
の

整
備

■
利
用
者
目
線
で
使
い
や
す
い
イ
ン
フ
ラ
空
間

■
地
球
温
暖
化

緩
和
策
の
推
進

■
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
イ
ン
フ
ラ
空
間

○
水
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、
水
辺
と
ま
ち
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
実
施
し
た
市
区
町
村
の
数

○
み
な
と
オ
ア
シ
ス
登
録
数

○
公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率

■
循
環
型
社
会
の
形
成

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
活

用

都
市
公
園

自
転

車
専

用
通

行
帯

多
様

な
ニ

ーズ
に

応
え

る
道

路
空

間

ダ
ム

を
活

用
した

イン
フラ

ツー
リズ

ム
の

推
進

水
辺

や
公

園
な

どと
一

体
とな

った
、

に
ぎ

わ
い

あ
る

ま
ちの

創
出

・自
然

環
境

の
多

様
な

機
能

を
活

用
し、

自
然

環
境

との
調

和
に

よ
り、

生
活

の
質

の
向

上
、防

災
力

の
強

化
等

を目
的

とし
た

グ
リー

ンイ
ンフ

ラを
推

進
・価

値
観

や
ライ

フス
タ

イル
の

多
様

化
に

対
応

す
る

とと
も

に
、地

域
の

魅
力

を高
め

る
た

め
に

、イ
ンフ

ラを
多

面
的

・
複

合
的

に
活

用
し、

イン
フラ

に
新

た
な

価
値

を創
出

現
在

検
討

中
の

主
な

KP
I例

健
全

な
水

循
環

の
維

持
又

は
回

復

既
設

の
路

面
電

車
の

軌
道

敷
を

芝
生

化

道
の

駅
第

３
ス

テー
ジ

の
推

進
（

子
育

て応
援

施
設

の
併

設
等

）

透
水
性
・
保
水
性

舗
装
、
植
樹
ま
す

雨
水

貯
留

・浸
透

等
の

機
能

を
持

つ
歩

行
空

間

6

公
園

を
芝

生
や

民
間

カフ
ェ設

置
で

再
生

人
々

の
賑

わ
い

や
交

流
を

作
り出

す
「み

な
と」

都
市

公
園

や
都

市
緑

化
等

に
よ

る
生

活
環

境
の

改
善

雨
水
を
一
時
的
に
貯
め
て
ゆ
っ
く
り
地
中
へ
浸
透
さ

せ
、
水
資
浄
化
や
修
景
機
能
も
併
せ
持
つ
「
雨
庭
」

雨
水

を
一

時
的

に
貯

め
てゆ

っく
り地

中
へ

浸
透

させ
、

水
資

浄
化

や
修

景
機

能
も

併
せ

持
つ

「雨
庭

」

「居
心

地
が

良
く歩

き
た

くな
る

」ま
ちな

か
の

創
出

①
滞
留
・
賑
わ
い
空
間
の
整
備

（
新
た
な
構
造
基
準
）

②
占
用
制
度
の
緩
和

（
2
0
年
間
の
占
用
等
）

④
駐
車
場
出
入
口
の

設
置
制
限

⑤
都
市
再
生
推
進
法
人
に
よ
る

占
用
・
使
用
手
続
等
の
一
括
対
応

③
民
間
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
提
供

（
税
制
特
例
等
）

<目
標

達
成

に
よ

り目
指

す
べ

き
姿

>自
然

環
境

の
機

能
を

最
大

限
活

用
す

る
とと

も
に

、イ
ン

フラ
を

多
面

的
・複

合
的

に
利

活
用

す
る

こと
に

よ
り、

あ
らゆ

る
人

に
親

しま
れ

る
イン

フラ
空

間
を

提
供

し、
美

しい
景

観
と良

好
な

環
境

に
あ

ふ
れ

た
、

快
適

で
質

の
高

い
生

活
を

実
現

。

【重
点

目
標

６
】

イ
ン
フ
ラ
空
間
の
多
面
的
・
複
合
的
な
利
活
用
に
よ
る
生
活
の
質
の
向
上

経
済
成
長
の
実
現

持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
形
成

安
全
・
安
心
の
確
保

重
点

目
標

１

重
点

目
標

２

重
点

目
標

４
重

点
目

標
３

重
点

目
標

５

重
点
目
標
６


